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研究成果の概要 

本研究では、本創発的研究では、非平衡ダイナミクスを備えたヒドロゲル材料の自在合成を実現する革

新的な化学技術を創出することを目的とする。研究代表者は、これまでにジフェニルアラニンペプチド

誘導体からなるゲル化剤（モノマー）が自己組織化した合成超分子ファイバーに対して、界面活性剤ミ

セルを添加すると、ファイバー構造体の伸長と収縮が自発的に繰り返される現象（動的不安定性）を発

見した。2024 年度では、合成超分子からなる動的不安定性の理解と制御を目指して、ゲル化剤と界面

活性剤の分子構造が動的不安定性に与える影響について評価した。その結果、動的不安定性の創発のみ

ならず、興味深い他の非平衡ダイナミクスを示す化合物が存在することを発見した。 
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